
ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ

人口と世帯（令和８年３月１日現在）1,682世帯（-7）男1,898人（-5）女1,874人（-9）計3,772人（-14）

月
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面
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No .848

越本御神火祭開催！！
　２月７日（土）越本中里広場にて第３０回
越本御神火祭が開催されました。 
　お祭りの中盤には恒例の豆まきが行われ、
会場は大いに賑わいました。

3

窓口から（はげ盛り　他） 16

ニュース（企業版ふるさと納税　他） 2～ 7

教育・生涯学習 8～ 9

おしらせ（人間ドック費用助成　他） 10 ～ 15

食育だより

　片品村で昔から食べられてきた郷土食、「ぶち（おやき）」作り教
室を開催します。
　作ったことがある方はもちろん、初めての方や親子での参加も大
歓迎です。食生活改善推進員が優しく丁寧に教えてくれますので、
一緒に楽しみながら作りましょう。
　皆さまの参加をお待ちしております。

★おぜだっペイとのコラボ
　開催期間中、おぜだっペイで決済をしていただくと参加
店はもちろん、加盟店でもポイント還元を行っております。
　さらに、１０店舗・全店舗、おぜだっペイで決済をして
いただき、どちらか１回のみとなりますが、申請をしてい
ただくと支払い時の還元とはまた別でポイント還元がされ
ますので、３月２２日（日）までにQRコードより申請を
お願いいたします。

　群馬県出身のフードファイターで、大食い YouTuber として活躍中の、「初代高崎市パスタ大使」も務めたゆりも
りさんが、“「はげ盛」１６店舗すべて食べてみた！”という内容で各店舗の動画をご自身のYouTube チャンネル「ゆ
りもりチャンネル」にて順次投稿していただいておりますので、ぜひご覧ください。

現在片品村では「はげ盛」を、３月２０日（金）まで開催しております。

詳細は配布済みパンフレットか片品村観光協会
ホームページをご覧ください。

★問い合わせ先：むらづくり観光課　☎（５８）２１１２

ぶち（おやき）作り教室開催！参加者募集！！

▼参加料　
　無料

▼申込み〆切
　令和８年３月２４日（火）

▼開催日時
　令和８年３月２７日（金）　
　午前１０時～午後１時
▼場　所
　片品村役場２階 調理室
▼対　象
　片品村民　定員１２名
▼申込み・問い合わせ先：保健福祉課　☎（５８）２１１５

「はげ盛」開催中！！

残り少ない開催期間になってきましたが、最後まで片品村のウィンターシーズンを盛り上げましょう！！

★ゆりもりさんYouTube チャンネル
★Xアカウント
★Xアカウント
★Instagramアカウント

＠ゆりもり -c9r｠
＠Maetelyuri
＠ym7_gunma
＠yurimorico

編集  / む ら づ く り 観 光 課　〒 378-0498    群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 大 字 鎌 田  3967 - 3  ☎ 0278 （58 ）2112　FAX 0278 （58 ）2110
ホームページ  検索 キーワード：片品村役場　URL   http://www.vill.katashina.gunma.jp/     E-mail  kanko@vill.katashina.gunma.jp
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口座振替の方は事前に残高確認を！

３月３１日（火）です！

国 民 健 康 保 険 税 

上  下  水  道  料  

介  護  保  険  料  

後 期 高 齢 保 険 料 

第９期

第６期

随時①

随時①

窓   

口   

か   

ら

令
和
８
年
1
月
15
日
〜

令
和
８
年
2
月
14
日

お

く

や

み

■
亡
く
な
ら
れ
た
方 

４
人

　
千
明
　
治
光（
93
歳
・
摺
　
渕
）

　
狩
野
と
し
子（
96
歳
・
東
小
川
）

　
星
野
　
三
郎（
72
歳
・
越
　
本
）

　
萩
原
　
久
男（
88
歳
・
土
　
出
）

今月の納期は



02

ニュース

広 報 か た し な

ニュース

03 広 報 か た し な

富
士
ス
バ
ル
株
式
会
社
様
か
ら

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
車
両

の
寄
附
を
賜
り
ま
し
た

　　

令
和
８
年
２
月
27
日
（
金
）
に
、

富
士
ス
バ
ル
株
式
会
社
高
崎
店
に

て
、
富
士
ス
バ
ル
株
式
会
社
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
車
両
寄
贈
式
が

行
わ
れ
、
富
士
ス
バ
ル
株
式
会
社

様
よ
り
電
気
自
動
車
の
中
古
車
両

「
ス
バ
ル 

ソ
ル
テ
ラ
」
を
賜
り
ま

し
た
。

　

富
士
ス
バ
ル
株
式
会
社
様
は
群

馬
県
内
に
て
ス
バ
ル
車
の
正
規

デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
新
車
・
中
古

車
の
販
売
、
自
動
車
整
備
事
業
な

ど
を
営
み
な
が
ら
「
一
つ
の
い
の

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
「
ひ

と
の
い
の
ち
」「
自
然
の
い
の
ち
」

Ｅ
ｎ
Ｊ
ｏ
ｙ　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

〈
か
た
し
な
っ
こ
通
信
〉

冬
期
交
歓
会
開
催
！

　

１
月
22
日
（
木
）、23
日
（
金
）、

明
神
小
学
校
の
５
年
生
31
名
を
迎

え
、
第
61
回
冬
季
交
歓
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交

流
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
対
面
す

る
の
は
初
め
て
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
で
の
雪
遊
び
や
、
片

品
小
の
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
ホ

テ
ル
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
通
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
打

ち
解
け
、
お
見
送
り
を
す
る
と
き

に
は
寂
し
さ
を
か
み
し
め
つ
つ

令和7年度　片品村体育被表彰者名簿

※年齢・学年は成績等を収めた時のもの　 令和６年８月～令和７年７月　片品村体育協会体育功労者

を
守
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
片
品
村
で
行
っ
て
い

る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
や
脱

炭
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
電
気
自
動
車
の
寄

附
を
賜
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
車
両
に
は
片
品
村
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
て
い
た
だ
き
、
ラ
ッ
ピ

ン
グ
デ
ザ
イ
ン
は
、
富
士
ス
バ
ル

株
式
会
社
様
と
連
携
事
業
を
行
っ

て
い
る
群
馬
県
立
女
子
大
学
の
学

生
様
に
制
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

賜
り
ま
し
た
電
気
自
動
車
は
、

富
士
ス
バ
ル
株
式
会
社
様
の
ご
意

向
に
沿
い
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
（
総
務
課
）

も
、
夏
の
再
会
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
替
え
を
経
験
し
な
い
片

品
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
新

し
い
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
る
貴

重
な
体
験
で
す
。
冬
・
夏
の
交
流

を
経
験
し
た
６
年
生
の
中
に
は
、

小
学
校
一
番
の
大
切
な
思
い
出
に

な
っ
た
子
も
多
く
い
ま
し
た
。

　
（
片
品
小
学
校
）

新
入
生
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
！

　

１
月
30
日
（
金
）、
来
年
度
本

校
に
入
学
す
る
小
学
生
22
名
を
迎

え
、
新
入
生
説
明
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
学
校
の

決
ま
り
や
入
学
式
の
説
明
を
聞
い

た
後
、６
年
生
は
会
場
を
移
動
し
、

中
学
生
の
先
輩
か
ら
片
中
の
様
子

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

説
明
や
校
舎
案
内
を
通
し
て
、

い
ち
早
く
新
入
生
と
触
れ
合
っ
た

生
徒
会
本
部
役
員
か
ら
は
、「
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
先
輩
や
生
徒

会
を
頼
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で

４
月
か
ら
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

（
片
品
中
学
校
）

体育優秀選手
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広 報 か た し な

ニュース

05 広 報 か た し な

会
長　

星
野　

泰
三

　

平
素
は
、
文
化
協
会
の
活
動
に
御

理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

文
化
活
動
の
事
を
何
も
知
ら
ず
に
、

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
感
じ
た
の
は
、
文
化
活
動

を
継
承
し
て
い
く
人
が
少
な
く
な

り
、
こ
の
先
が
心
配
で
す
。
文
化
協

会
の
活
動
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る

人
が
い
ま
し
た
ら
、
意
見
や
助
言
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
協
会
を
、
こ
れ
か
ら
も
盛
り

上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

各
部
の
部
長
さ
ん
、
会
員
の
皆
さ
ん

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

文化協会だより

第 50号
編集・発行
片品村文化協会

《
会
長
挨
拶
》

《
各
部
の
活
動
紹
介
》

《
始
め
ま
し
ょ
う
生
涯
学
習
》

片
品
村
文
化
協
会

　

会　

長　
　

星
野　

泰
三

　

副
会
長　
　

角
田
と
も
枝　

　
　

〃   　

 　

戸
丸　

廣
安

　

監　

事　
　

須
藤
智
恵
子

　
　

〃　
　
　

星
野　

智
子　

〈
各
部
長
〉

　

書　

道　
　

須
藤
智
恵
子

　

芸　

能　
　

星
野　

智
子

　

絵　

画　
　

千
明　

良
子

　

文
化
財　
　

戸
丸　

廣
安

　

文　

芸　
　

渡
辺　

和
昭

　

華　

道　
　

星
野　

壽
子

　

菊　

花　
　

戸
丸
と
し
子

《
片
品
村
文
化
協
会

　
　
　
　
　

表
彰
者
の
紹
介
》

〇
文
化
功
労
表
彰
１
名

　

星
野　

錦
作
（
芸
能
部
）

〇
永
年
表
彰
３
名

　

戸
丸
と
し
子
（
文
芸
部
）

　

戸
丸　

廣
安
（
文
化
財
部
）

　

吉
野　

禮
子
（
菊
花
部
）

　
　

書
道
部　
　
　

 

　

須
藤　

智
恵
子

　

書
道
部
の
活
動
は
、
昨
年
と
同
じ

く
中
学
校
の
書
道
授
業
と
書
初
大
会

に
、
先
生
の
補
助
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
は
初
め
て
文
化
展
会
期

中
に
書
道
の
体
験
会
を
し
ま
し
た
。

文
化
展
に
来
ら
れ
た
方
々
が
体
験
さ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
筆
を
持
た
れ
る
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
初

め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
今
後
は
ほ

か
の
部
の
体
験
会
も
開
催
さ
れ
る
と

良
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

　
　

芸
能
部

星
野　

智
子

　

今
年
度
も
無
事
に
、
敬
老
会
、
芸

能
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
敬
老
会
で
は
、
長
寿
の
お

祝
い
と
皆
様
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
り

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
一
生
懸

命
発
表
い
た
し
ま
し
た
。
芸
能
発
表

会
は
、
力
強
い
太
鼓
の
響
き
で
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

出
演
者
一
丸
と
な
っ
て
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
助
力
に
よ
り
、
活
動
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

絵
画
部　

 

千
明　

良
子

　

今
年
度
も
、
村
内
風
景
の
ス
ケ
ッ

チ
を
中
心
に
活
動
し
、
作
品
は
花
咲

の
湯
に
展
示
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。夏
休
み
は
小
学
生
の
教
室
二
回
・

ポ
ス
タ
ー
自
由
画
作
成
の
補
助
。
多

数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
文
化
展

で
は
、
幼
児
・
小
学
生
の
出
品
が
あ

り
新
鮮
で
素
晴
ら
し
い
作
品
に
会
い

県
展
見
学
も
で
き
、
感
動
と
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
今
後
は
美
術
展
見
学

や
、
写
生
の
範
囲
を
広
げ
、
室
内
の

作
成
等
活
動
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　

文
化
財
部　

 

戸
丸　

廣
安

　

村
の
文
化
展
で
発
表
の
９
月
20
日

の
文
化
財
め
ぐ
り
「
花
咲
〜
越
本
古

道
と
禹
王
の
碑
の
探
訪
」（
20
名
参

加
）
は
、
い
ぶ
し
飼
い
養
蚕
伝
播
と

戸
倉
戦
争
（
戊
辰
戦
争
）
本
陣
と
宿

営
受
入
の
家
々
と
水
害
防
災
の
当
時

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

意
外
に
も
片
品
人
は
大
間
々
経
由
で

江
戸
の
流
行
を
知
り
、
会
津
か
ら
の

知
恵
を
得
る
な
ど
、
東
入
の
イ
メ
ー

ジ
が
覆
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
片

品
の
未
来
に
こ
そ
、
先
人
達
の
生
き

様
を
知
ろ
う
。

　
　

文
芸
部　

 

渡
辺　

和
昭

　

私
共
文
芸
部
員
は
、現
在
12
名
で
、

月
例
会
を
絶
や
す
こ
と
な
く
行
っ
て

居
り
ま
す
。
毎
月
広
報
と
上
毛
新
聞

へ
の
投
句
を
し
て
、
一
昨
年
前
か
ら

始
め
た
春
と
秋
の
吟
行
を
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
中
禅
寺
湖
近
辺
と
霧
降

高
原
を
予
定
し
て
ま
す
が
日
帰
り
の

吟
行
な
の
で
、
近
場
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

今
年
も
全
員
で
作
句
に
切
磋
琢
磨

し
て
参
り
ま
す
。ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

 　
　

華
道
部　
　

 

星
野　

壽
子

　

令
和
７
年
度
も
皆
さ
ん
の
協
力
を

頂
き
、
無
事
に
文
化
展
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
展
示
場
所
が

少
し
移
動
さ
れ
、
よ
り
近
場
か
ら
見

て
頂
き
良
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
は
、
近
所
の
人
か
ら
お
花
を

頂
き
、
育
て
た
人
と
生
け
る
人
の
二

人
三
脚
で
出
品
で
き
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

　

文
化
展
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
人

と
の
合
作
が
で
き
た
ら
楽
し
い
だ
ろ

う
な
・・・
と
夢
を
い
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

菊
花
部　
　
　

 

戸
丸　

と
し
子

　

一
昨
年
の
林
部
長
に
続
き
、
私
た

ち
菊
花
部
に
、
毎
年
苗
を
作
っ
て
下

さ
っ
て
い
た
、生
方
先
生
を
亡
く
し
、

こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
沼
田

の
菊
花
展
に
出
か
け
て
、
会
員
の
皆

さ
ん
で
、
片
品
の
分
ま
で
作
っ
て
下

さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
片
品
の

文
化
展
の
後
、
是
非
沼
田
で
も
展
示

を
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
片
品
の
菊
花
が
沼
田
で
も

見
ら
れ
る
か
も
。
頑
張
っ
て
作
り
ま

す
。 

書
道
　
文
化
展
の
様
子

芸能発表会　尾瀬太鼓演奏の様子

子ども学校　絵画教室の様子

文化財めぐりまとめ　文化展の様子

文芸　文化展の様子　

華道　文化展の様子

菊花　文化展の様子

〇
優
秀
賞　

学
生
７
名

・
戸
丸　

陽
菜
（
片
小
４
年
）

　

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
宇
宙
・
私
の
夢
」

　
　

児
童
絵
画
展　

最
優
秀
賞

・
イ
ス
ラ
ム
・
サ
ジ
ダ
（
片
小
３
年
）

　

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
宇
宙
・
私
の
夢
」

　
　

児
童
絵
画
展　

優
秀
賞

・
星
野　

詩
葉
（
片
小
６
年
）

　

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
宇
宙
・
私
の
夢
」

　
　

児
童
絵
画
展　

優
秀
賞

・
吉
野　

桔
平
（
片
中
３
年
）

　

愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
原
画

　
　

コ
ン
ク
ー
ル
入
選　

銅
賞

・
星
野　

日
玖
（
片
中
３
年
）

　
「
ふ
る
さ
と
群
馬
の
た
か
ら
も
の
」

　

文
化
財
の
絵

　
　

コ
ン
ク
ー
ル　

入
選　

佳
作

・
小
林　

礼
弥
（
尾
瀬
高
２
年
）

　

第
１
３
５
回
日
本
森
林
学
大
会　

　
　

最
優
秀
賞

・
成
瀬　

智
咲
（
尾
瀬
高
３
年
）

　

第
１
３
５
回
日
本
森
林
学
大
会

　
　

最
優
秀
賞

　
（
小
学
生
・
高
校
生
：
現
在
の
学
年
）

　
（
中
学
生
：
入
選
当
時
の
学
年
）
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令和７年度

片品村
女性会活動

第６６号

編集・発行

片品村
教育委員会

道
しるべ

●
尾
瀬
奉
仕
活
動

　

実
施
日　

７
月
10
日
（
木
）

　

昨
年
度
は
、
悪
天
候
の
た
め
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
今

年
度
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事
行

程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
「
小
さ
な
ゴ
ミ
か
ら
も
尾
瀬
を

守
ろ
う
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
見
落
と
し
て
し
ま
い
そ
う
な
小

さ
な
ゴ
ミ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
回
収
し
て
き
ま
し
た
。

《
今
年
度
の
主
な
活
動
の
様
子
》

花の駅・片品
「花咲の湯」
☎（20）7111

寄居山温泉
ほっこりの湯

道の駅
尾瀬かたしな

☎（58）4568 ☎（25）4644 ☎(58) 2133

オグナほたか
スキー場

　このたび、道の駅尾瀬かたしなのトイレ棟に
モバイルバッテリーレンタルサービス
「ChargeSPOT（チャージスポット）」を設置
しました。外出中にスマートフォンの充電が少
なくなった際、専用アプリを利用してモバイル
バッテリーを簡単にレンタルできます。借りた
バッテリーは、全国のチャージスポット設置場
所で返却することが可能です。観光で訪れた方
はもちろん、住民向けにも大規模災害時には
48 時間無償開放されるなど、緊急時の備えと
してもご活用いただけますのでご利用ください。

2026.3片品村振興公社だより No.86
ニュース　 NEWS
モバイルバッテリ－のレンタルサービス開始【道の駅】

お知らせ　Notification
３月の休館日のご案内【花の駅】
　３月の毎週金曜日（２０日の春分の日は休まず営業）は休館日となります。

　今年のオグナほたかスキー場は開業50周年のシーズンを迎え、来場のみなさまに楽しんでいただくよう様々な
取り組みを行っています。 
　まずは記念写真のスポットにもなる「ＯＧＮＡ」のモニュメントがお出迎えいたします。さらに旧コースが非圧雪
エリアとして復活した新コース「パラダイス7」がオープンしました。また記念のお土産としてスキー場の名前にあ
る「オグナ」の由来となった「ヤマトタケル」の記念Tシャツを作成しました。

今年は５０年目の特別な営業【オグナほたか】

３月の村民キッチン営業カレンダー【道の駅】

※道の駅は毎週金曜日がお休みとなります

３月２９日（日）まで しゃくなげ ラーメン

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

講
座

　

開
催
日　

10
月
21
日
（
火
）

　

村
内
在
住
の
金
子
加
奈
江
さ
ん

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
フ
ラ

ワ
ー
リ
ー
ス
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
制
作
に
つ
い
て
の
注
意
点
等

の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
初
心
者

で
も
気
軽
に
作
れ
る
材
料
を
準
備

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
材

料
で
の
制
作
で
し
た
が
、
完
成
し

た
作
品
は
個
性
溢
れ
る
と
て
も
素

敵
な
リ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

●
福
祉
バ
ザ
ー

　

開
催
日　

11
月
２
日
（
日
）

　

今
年
度
は
、
産
業
文
化
展
と
同

時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

多
く
の
皆
様
が
会
場
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
り
、
た
く
さ
ん
の
品
物

を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

準
備
か
ら
女
性
会
の
方
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
会
会
員
は
、
利
根
沼
田
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
に
所
属
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
福
祉
バ
ザ
ー
会
場
前
で
、

家
庭
用
火
災
報
知
器
促
進
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

●
女
性
会
視
察
研
修　

埼
玉
県

　

開
催
日　

11
月
14
日
（
金
）

　

今
年
度
は
、埼
玉
県
に
あ
る「
明

治
な
る
ほ
ど
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
坂

戸
」
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

坂
戸
工
場
は
東
京
ド
ー
ム
約
２

個
分
の
広
大
な
敷
地
の
中
に
あ
り

ま
す
。
見
学
の
ス
タ
ー
ト
は
映
像

で
生
乳
や
カ
カ
オ
な
ど
の
原
料
、

品
質
管
理
に
お
け
る
モ
ノ
づ
く
り

へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、「
明
治
ミ
ル
ク

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
の
製
造
ラ
イ
ン

を
間
近
で
見
学
し
ま
し
た
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
形
に
な
っ
て
い
く
工
程

を
目
に
焼
き
付
け
て
き
ま
し
た
。

《
そ
の
他
の
活
動
》

・
人
権
講
演
会
へ
の
参
加

・
郡
事
業
へ
の
参
加

《
来
年
度
の
活
動
（
予
定
）》

・
尾
瀬
奉
仕

・
福
祉
バ
ザ
ー

・
教
育
研
修
会

　
　
　
　
　
　

・
・
・
な
ど

 「
介
護
施
設
へ
タ
オ
ル
寄
付
」

　

今
年
度
、
片
品
村
女
性
会
の
事

業
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
引
き
続
き
活
動
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
片
品
村
女
性
会

へ
入
会
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
教

育
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☎（
58
）
２
１
４
４

４月の営業及び臨時休館のご案内【花の駅】
　４月６日（月）～１０日（金）：サウナ室改修工事のため臨時休館
　４月６日（月）～１７日（金）：岩盤浴室設備機器交換工事のため岩盤浴のみ休み

オグナほたかスキー場の営業ご案内【オグナほたか】
　オグナほたかスキー場は３月２２日（日）までの営業予定です。
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

令
和
八
年
二
月
俳
句
会

稜
線
を
黒
く
染
め
上
げ
冬
夕
焼

村
眠
る
静
か
に
照
ら
す
寒
満
月

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

日
の
出
前
屋
敷
稲
荷
に
小
豆
粥

安
青
錦
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も

春
を
呼
べ

　
　
　
　
　

鎌　

田　

佐
藤　

文
子

不
揃
ひ
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
に
も

花
咲
け
り

節
分
や
食
す
る
豆
は
半
数
に

　
　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸
と
し
子

大
氷
柱
捜
し
て
孫
の
小
さ
き
旅

信
濃
路
へ
妹
と
二
人
の
冬
の
旅

　
　
　
　
　

菅　

沼　

戸
丸　

富
子

日
に
照
り
て
園
児
欲
し
が
る

氷
柱
か
な

深
雪
に
は
日
の
出
が
似
合
ふ

白
根
山

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

明
治

The snow has continued to fall, and the ski resorts have 
welcomed many customers over the winter period. My eldest 
daughter has been practicing skiing more and more and is 
getting better at it. So, I decided to try skiing for the first time 
myself to try to catch up to her. Since it was my first time, I 
took a lesson at a Ski School. I enjoyed the lesson very much 
and learnt a lot such as how to mount and dismount the chair 
lifts, skiing straight and stopping and being able to use turns to 
slow my descent. The instructor taught me very kindly and 
simply so by the end of the day I could ski by myself on the 
beginner's slope. I hope to ski more often and next year be able 
to join my daughter and have fun 
together on many slopes. Katashina village has started a policy 
that all Katashina villagers can get a ski lift pass for free every 
weekday afternoon or Sunday afternoon. I welcome this policy 
and it helps my practice so much. I hope more people will enjoy 
skiing because of this.

ALT Michael Spibey 通信

　この冬の期間も雪の日が続き、スキー場はたくさんのスキー客を迎えています。私の長女はスキーを
もっと練習しており、上手に滑ることができるようになってきました。彼女に追いつくために、私自身もス
キーに挑戦する決心をしました。私はスキーが初めてなので、スキー学校のレッスンを受けました。レッス
ンはとても楽しく、多くのことを学びました。リフトの乗り降りや、真っ直ぐ滑ること、止まること、スピー
ドを落とすために曲がることなどです。先生はとても優しく、かつ簡単に教えてくれたので、その日の終わ
りには初心者コースを私一人で滑ることができるようになりました。もっとスキーに行く機会を増やし、
来年には娘と一緒にいろんなコースを滑りたいです。片品村では、平日や日曜日の午後にすべての村民が
リフト券を無料で使えます。この施策には大歓迎で、私の練習を大いに助けてくれます。この施策をきっか
けに、もっとたくさんの人がスキーを楽しんでくれるといいなと思います。

立
春
や
形
見
の
絣
虫
喰
ひ
に

思
い
出
の
着
物
を
解
く
春
浅
し

　
　
　
　
　

土　

出　

萩
原
よ
し
子

節
分
や
老
ひ
て
わ
づ
か
の

豆
を
蒔
く

老
ひ
て
今
田
楽
豆
腐
母
偲
ふ

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

水
吹
い
て
浅
蜊
の
動
く
夕
厨

四
方
の
山
墨
絵
ぼ
か
し
の
春
の
雪

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

冬
涸
れ
や
ダ
ム
の
湖
底
を
顕
に
す

日
脚
伸
ぶ
老
ひ
の
集
い
の
腹
話
術

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

暮
れ
て
な
を
幼
な
が
誘
ふ
雪
遊
び

ス
キ
ー
ヤ
ー
の
車
中
泊
増
ゆ

道
の
駅

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

「娘と一緒にスキーの練習中」

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー４月

月 火 水 木 金 土日

　１９６４年元旦、長崎は老舗料亭「花丸」ー侠客たちの
怒号と悲鳴が飛び交うなかでこの国の宝となる役者は生ま
れた。男の名は、立花喜久雄。任侠の一門に生まれながらも、
この世ならざる美貌は人々を巻き込み、喜久雄の人生を思
わぬ域にまで連れ出していく。極道と梨園。生い立ちも才
能も違う若き二人の役者が、芸の道に青春を捧げていく。

吉田　修一
朝日新聞出版

国　宝　　上下
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

教育委員会　４月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・体育協会総会
・文化財調査委員会
・社会教育委員会①
  

☆学校関係
◇片小 
・小学校始業式
・小学校入学式
・ＰＴＡ本部役員会
・交通安全教室
・読み聞かせ
・１年生を迎える会

　新年度も子どもたちにたくましく未来を切
りひらく力を身に付けさせるべく、教育活動
を展開していきます。保護者や地域の皆様の
温かいご理解とご協力をお願いいたします。

◇片中       
・中学校始業式
・中学校入学式
・ＰＴＡ本部役員会
・新入生歓迎会
・授業参観・ＰＴＡ総会・学年保護者会　

　新年度を迎え、新たなメンバーで令和８年
度の教育活動がスタートします。保護者や地
域の皆様の力を借りながら、片中ならではの
活動に取り組んで参ります。引き続き変わら
ぬご支援とご協力をお願いいたします。

「尾瀬高校だより」
～普通科・自然環境科３年生３７名が卒業～

　３月２日（月）に卒業式が挙行されました。今年度も地域
の皆様にお世話になりながら、あらゆる探究学習に取り組み、
生徒の成長のみならず、環境保護活動、国際交流活動、文化
活動など様々な実績を地域の中で残すことができました。
　片品村でホームステイ生活をし、自然環境科を卒業した千
葉悠人さん（神戸市出身）は次のように話しています。「片品
村の皆さんのあたたかさ、自然や文化の素晴らしさを感じた
３年間でした。入学後、片品村で過ごす中で自分のやりたい
ことがだんだんと見えてきて、村の廃材を用いて陶芸や炭焼
きを行うなど、多くの方と一緒になって活動をしてきました。
卒業後も片品村に関わり続けたいと考えていますので、これ
からもよろしくお願いいたします。」
　卒業生の進路は以下のとおりで、今年もあらゆる進路をた
どります。卒業生の今後の活躍が期待されます。
【主な進路先】
◎普通科
【大学】法政大学経営学部、東洋大学法学部、共愛学園前橋国
際大学（2名）、埼玉純真短大
【専門学校等】東日本製菓技術、中央動物、群馬調理師、高崎
ビューティーモード　各専門学校、群馬自動車大学校
【就職】自衛官（航空自衛隊）、丸沼高原リゾート㈱、白根魚苑、
関東パック㈱、㈱さんぽう
◎自然環境科
【大学】鳥取大学地域学部、慶応義塾大学総合政策学部、立教
大学環境学部、日本体育大学、東京農業大学（２名）、創価大
学経済経営学部

※午後２時００分～５時３０分開室
※土曜、日曜、祝日　　はお休みです。
※予定が変更される場合もありますの
　であらかじめご了承ください。

※予定が変更される場合もありますので、　
　あらかじめご了承ください。

【専門学校等】太田情報商科、
大原スポーツ医療保育、
京都芸術デザイン、
高崎動物　各専門学校、
県立農林大学校（２名）
【就職】ALSOK群馬㈱、
川場スキー場、㈱カタウン

９日（木）
２１日（火）
２４日（金）

  

 
７日（火）

７日（火）午前
７日（火）
１６日（木）
１７日（金）
２８日（火）

７日（火）
７日（火）午後

７日（火）
８日（水）

２８日（火） 令和７年度卒業生一同
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令和８年度国税専門官採用試験要綱

▼概　要　：国税局や税務署において、税のスペシャリストとして働く国税専門官（国家公務員）を募集します。
▼受験資格：１　平成８年４月２日～平成１７年４月1日生まれの者
　　　　　　２　平成1７年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
　　　　　　（１）大学（短期大学を除く。以下同じ。）を卒業した者及び
                  　　令和９年３月までに大学を卒業する見込みの者
           　　 （２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者
▼試験の程度　：大学卒業程度
▼試験区分　　：国税専門Ａ（法文系）、国税専門Ｂ（理工・デジタル系）
▼申込み方法等：次のアドレスへアクセスし、説明に従って入力
　　　　　　　　https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
▼受付期間：２月１９日 (木 ) 午前９時～３月２３日 (月 )〔受信有効〕
▼試験日　：第１次試験日　５月２４日 (日 )
　　　　　　第２次試験日　６月２２日 (月 ) ～７月９日 (木 ) のいずれか第１次試験合格通知書で指定する日時
▼試験地　：第１次試験地　高崎市、さいたま市、新潟市、松本市ほか
　　　　　　第２次試験地　さいたま市ほか
▼合格者発表日：第１次試験合格者　６月１６日 (火 ) 午前９時
　　　　　　　　最終合格者　　　　８月１２日 (水 ) 午前９時
▼問い合せ先：●インターネット申込みに関する問合せ　
　　　　　　　　人事院人材局試験課　☎０３(３５８１)５３１１　内線２３３２　
　　　　　　　　午前９時～午後５時 (土・日曜日及び祝日等の休日は除く。)
　　　　　　　●上記以外の問い合わせ　
　　　　　　　　関東信越国税局人事第二課試験係　☎０４８（６００）３１１１　内線２０９７
　　　　　　　　午前８時３０分から午後５時 ( 土・日曜日及び祝日等の休日は除く。) 

年金だより　　　　―学生納付特例制度―　　学生は承認を受けると保険料の納付が猶予されます

　　　　―いつでも！どこでも！―　国民年金保険料がスマートフォンアプリで納付できます

　日本に住む２０歳以上６０歳未満の人は、全員が国民
年金に加入しなければなりません。
　２０歳以上の学生も国民年金に加入することになって
いますが、収入が一定額以下の学生については、申請して
承認を受けることにより、学生期間中の保険料の納付を
先送りできる 『学生納付特例制度』 を利用できます。
　この制度は、家族の収入に関係なく、学生本人の所得を
基準として審査が行われます。ほとんどの場合、学生本人
に所得がないことから、大部分の学生はこの制度に該当
すると思われます（一部の学校はこの制度の対象になり
ません）。
　猶予を受けた期間は年金を受けるために必要な期間
（受給資格期間）に算入されますので、納付猶予期間中に、
万が一の事故などで障害を負った場合には、障害基礎年
金を受けることができます。ただし、老齢基礎年金額には

〈人事院　採用情報ＮＡＶＩ〉

　国民年金保険料について、現金（金融機関窓口やコンビニエンスストア店舗）、口座振替、クレジットカード、Ｐａ
ｙ-ｅａｓｙ等による従来の納付方法に加え、新たにスマートフォンアプリを使用した電子（キャッシュレス）決済
での納付が利用できます。
　■対象決済アプリケーション
　　　ＡＥＯＮ Ｐａｙ、ａｕ ＰＡＹ、ｄ払い®、 ＰａｙＢ（※）、ＰａｙＰａｙ、楽天ペイ　（五十音順）
　　　※金融機関等がＰａｙＢと提携して提供するアプリを含みます。
　　　詳細は、ＰａｙＢのホームページ（https://payb.jp/finance/) をご覧ください。
　■手続き等の詳細につきましては、日本年金機構ホームページ
　　　（https：//www.nenkin.go.jp/) をご覧いただくか、渋川年金事務所にお尋ねください。
　※バーコードが印字されない納付書（３０万円を超える金額の納付書等）についてはご利用いただけません。
　※各決済アプリの使用方法等については、ご利用の決済事業者様にお問い合わせください。

反映されません。満額の老齢基礎年金を受けるために
は、１０年以内に保険料を納めることが必要です。
　学生納付特例制度を申請される方は、役場住民課国民
年金係で手続きをしてください。申請は毎年必要です。

【申請に必要なもの】
・学生証のコピー（印字が鮮明なもの、裏面に有効期限
の記載のあるものは裏面のコピーも必要）または在学証
明書の原本
　なお、既に学生納付特例の申請をされていて、翌年度
以降も在学見込みの方は、４月以降に日本年金機構から
送付されるハガキ形式の申請書を返送するだけで手続
きができます。
 ▼問い合わせ先　渋川年金事務所 国民年金課
   ☎０２７９（２２）１６１４

〈国税庁ホームページ〉

自動車の登録手続きはお済みですか？

　自動車税（種別割）は毎年４月１日現在、車検証に記載されている所有者（割賦販売の場合は使用者）の方に課税さ
れます。
　次のような場合は、令和８年３月３１日（火）までに運輸支局で必ず手続きを行ってください。
　●自動車を下取りに出したり、他の人に譲渡したりした場合【移転登録】
　●自動車を使用しなくなった場合【抹消登録】
　●住所、氏名に変更があった場合【変更登録】
　運輸支局で手続きがされないと、既に使用していない自動車の税金を納めることになったり、転居先に納税通知
書が届かなかったりといったトラブルの原因となります。
　また、手続きを販売業者等に依頼した場合は、必ず手続きが済んでいるかご確認ください。
▼問い合わせ先　
　自動車税（種別割）について　　群馬県自動車税事務所　　☎０２７（２６３）４３４３
　自動車の登録について　　　　関東運輸局群馬運輸支局　☎０５０（５５４０）２０２１
　普通自動車税については、役場会計窓口で納付いただくと群馬県から片品村に取扱手数料が交付され村の財源と
して活用することができますので、ぜひ役場会計窓口での納付にご協力ください。

～軽自動車税は６月１日（月）までに忘れずに！～

～軽自動車税の減免申請について～

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者の方に課税されます。納税は、コンビニエンスストアや金融機関、郵便
局などでできます。口座振替の方は、預金残高の確認をお願いします。

　障害者手帳をお持ちの方で、障害の程度、軽自動車の所有者など一定の条件を満たしている場合には、申請により
軽自動車税が減免になる場合があります（障害の種類・程度によっては減免にならない場合もあります）。
　また、自動車税（県税）の減免を受けている方は重複して減免を受けることができません。
　申請をする方は「身体障害者手帳」・「運転免許証」・「車検証」・「印鑑」を持参して役場住民課窓口で手続きをし
てください。
▼申請期限：５月２５日（月）
▼問い合わせ先：住民課 軽自動車税担当　☎（５８）２１１６

人間ドック費用の一部を助成します！

　次の対象者に該当される方で、令和８年４月１日～令和９年３月３１日までに人間ドックを受診予定であり、受
診費用について助成金の交付を希望される方は、期限までに申し込みをしてください。

【国民健康保険人間ドック】　※必ずドック受診前に申請してください。
○対象者：次の条件を全て満たす方
　▽国民健康保険被保険者　▽40歳以上75歳未満▽国保税に未納がない
　▽総合健診（特定健診）を受診していない
○申請期限
　令和８年１２月２５日（金）までに、国民健康保険資格確認書またはマイナンバーカードなど国民健康保険に加入
していることがわかるものを持参し、保健福祉課へ申請してください。
｠
【後期高齢者医療人間ドック】　※必ずドック受診前に申請してください。
○対象者：次の条件を全て満たす方
　▽後期高齢者医療被保険者　▽75歳以上、または65歳以上74歳以下で広域連合の認定を受けた方
　▽本村に住民登録がある　▽後期高齢者医療保険料に未納がない　▽総合健診（特定健診）を受診していない
○申請期限
　令和８年１２月２５日（金）までに、後期高齢者医療資格確認書またはマイナンバーカードなど後期高齢者医療に
加入していることがわかるもの（74歳の方で75歳以降に受診予定の方は生年月日を確認できるもの）を持参し、
保健福祉課へ申請してください。
●助成額
　　国民健康保険・後期高齢者医療ともに、ドック費用の３分の２（上限２万６千円）を助成します。助成金の請求
　は、ドック受診前の申請とは別に、受診後、健診結果がお手元に届いてから行っていただきます。
●健診結果について
　　受診後、人間ドック結果と領収証を保健福祉課へご持参ください。コピーを取らせていただきます。
▼問い合わせ先：保健福祉課医療係　☎（５８）２１１５

～国民健康保険・後期高齢者医療加入者の皆様へ～

おしらせ
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はじまります !!
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最近、聞こえにくさを感じることはありませんか？

予防のポイント
　誤嚥の予防にはとろみをつけた食事や、食事の姿勢を整えるなどの方法がありますが、今回は呼吸法を紹介し
ます。

　３月３日は耳の日です。
・最近テレビの音が大きいと言われる
・話を聞き返すことが増えた
　このような症状は難聴の始まりかも
しれません。耳の健康チェックでひと
つでも当てはまった方は早めに耳鼻科
受診をしましょう。

▼補聴器について
過去に補聴器を着けたが「元通りには聞こ
えない」「雑音ばかりでよく聞こえない」と
着けるのを諦めた方はいませんか？

４月の健康カレンダー

◎新年度の予定につき未定の事業や、感染症の影響等で予定が変更される
　場合があります。ご了承ください。

7日（火）

   16日（木）

   21日（火）

1歳半・３歳児健診
　＜対象＞１歳半：令和6年 6月～ 8月生まれの児
　　　　　３歳　：令和4年10月～12月生まれの児
　　　　　（対象者には通知を送付します。）
ひだまりカフェ
はつらつ体操教室
ベイビーサロン

ほけんだより

　頭脳スポーツとしての健康麻雀が注目を集めています。
　健康麻雀は、〖賭けない〗〖飲まない〗〖吸わない〗を合言葉に、経験者だけでなく初心者・女性でも安心して
楽しめるゲームとして再評価がされています。
　「頭を使う」「手先を使う」「人と会話する」この3つの機会が多い人は認知症になりにくいといわれ、麻雀はまさ
にその3要素を満たしているといえます。　　
　★ゲームの進行には脳をフル回転させるので記憶力・判断力・思考力がアップ‼
　★指先を使うことが脳への刺激となり、認知機能の維持・向上につながる‼
　★複数人で行うゲームなので、自然とコミュニケーションが生まれる‼
　経験者の皆さんには、昔鳴らした腕をもう一度磨いてもらうもよし、初心者の皆さんには新しい脳トレに取り組
む感覚で参加してもらえたらと思います。皆さんのご参加をお待ちしております。

▼問い合わせ先：地域包括支援センター　☎（５８）４０２０

～嚥下機能の低下を防ごう～

　「嚥下」とは、食べ物を口から胃に運ぶ一連の動作を指します。普段私たちは何気なく飲食を行っていますが、ス
ムーズな嚥下には多くの筋肉や神経が連携して働いています。
嚥下機能の低下について
　嚥下機能の低下にはさまざまな要因がありますが、特に加齢が影響します。年齢を重ねることで、筋肉や神経、
認知機能が衰え、また歯の不具合も増えるため、食べる力が総合的に弱くなります。よくむせたり、食べ物が口に
残ったりする場合、嚥下機能の低下が始まっているかもしれません。
　嚥下機能が低下すると、食事が摂れず低栄養になったり、誤って食物が気管に入って誤嚥性肺炎を引き起こす
など、さまざまなリスクが高まります。

▼開催日　　　　　　
　３月２８日（土）
▼場所
　尾瀬じどうかん
▼時間
　正午から午後２時まで
※どなたでも、お気軽にお出かけください。
　ボランティアスタッフも募集しております。
▼問い合わせ先：ほしの　☎０８０（３４１８）８９５４

おぜっ子食堂のお知らせ　
▼参加費
　・小２まで無料　
　・小３から高校まで１００円
　・大人２００円

耳の健康チェック
□話し声がしっかりと聞き取れず、聞き間違えたり聞き返したりすることがある
□相手の言ったことを推測で判断することがある
□話し声が大きいといわれる
□家族からテレビやラジオの音量が大きいといわれる
□集会や会議など数人での会話をうまく聞き取れない
□後ろから呼びかけられると気づかないことがある
□車の接近に気が付かないことがある
□電子レンジの音やチャイムの音が聞こえにくい
□音が鳴っている方向が、わかりにくくなる
□耳が詰まったような感覚が抜けない
□「キーン」「ワーン」などの耳鳴りが１日以上続く
□音が割れたようにカシャカシャ聞こえる
　(厚生労働省Web　『「聞こえにくさ」を感じていませんか？』より引用 )

　補聴器をしてもすぐに聞こえ方が改善するわけではなく、使いながら調整をする必要があります。
　また、補聴器の音に脳を慣れさせる必要もあり、早い人で３週間、一般的には２～３ヵ月間調整にかかると言われ
ています。｠｠

▼補聴器と集音器の違い
　聞こえにくさをサポートする機器には、補聴器と似ている「集音器」があります。
　「聞こえにくさを解消できるなら、どちらでもいいのでは？」と考える方も多いのですが、様々な違いがあります。
　補聴器は医療機器で集音器は一般家電です。その使用目的や安全性の基準が異なります。
　たとえば、補聴器は「一人ひとりの聞こえの状態に合わせ、聞き取りにくい音だけを大きくする」ように調整する
ことができますが、集音器の場合は「音を一律に大きくする」ものです。つまり、問題なく聞こえている音、大きくす
る必要のない音まで不必要に大きくしてしまうので、かえって聞こえにくくなったり、より耳が悪くなる可能性も
あります。｠

▼補聴器の機能
・聞こえにくい音を増幅
・大きすぎる音を制限
・はっきり聞こえるように音質を調節｠
耳の聞こえが心配な方は耳鼻咽喉科を受診し、ご相談ください。

▼問い合わせ先：地域包括支援センター　☎（５８）４０２０

▼届出先：片品村障害者虐待防止センター　☎(５８)２１１５

知っていますか？【障害者虐待防止法】

　目に見えるところ、目に見えないところで障害者虐待が発生しています。
　虐待は障害者の尊厳をおびやかし自立生活と社会参加を妨げます。
　虐待を防ぐためには、一人ひとりが問題を認識し、虐待のサインを見逃さないことが大切です。
　「虐待のサイン」を発見したら、虐待を受けたら、速やかに通報・届出をしてください。
　通報や届出の内容に関する事実確認、訪問調査を行い、虐待解決のために対応します。
　虐待の通報や届出をした人の情報は守られます。

　地域包括支援センターでは、健康麻雀サロン立ち上げに向けて、麻雀
牌や麻雀台などを集めています。ご自宅に眠っているものがありました
らお譲りください。麻雀台はテーブルでなくコタツ型でも大丈夫です。

①力を抜いてリラックス
　※緊張状態だと嚥下がうまくいきません。
②鼻から大きく息を吸う

③息を一度止める※大事
④口をすぼめて口から
　ゆっくりと息を吐く

　物を飲み込む瞬間は、気管の入口が塞がることで息が止まります。実際につばを飲み込んで呼吸が止まる感覚を
感じてみてください。
　食事前など、疲れない程度（３～５回を目安）に練習して誤嚥を防ぎましょう。

健康麻雀のお知らせ

（保健福祉課）

おしらせ
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片品村民は関越バスの村内区間を無料で乗車できます

〇通勤・通学定期券を購入している方
　片品村民の方なら村内の停留所～尾瀬高校前停留所までの定額運賃額を補助しています。
〇バスを利用している方
　片品村民の方なら村内の停留所～尾瀬高校前停留所までの区間運賃額を無償としています。
▼申請に必要な物
〇住所を確認できる身分証明書
　・マイナンバーカード・運転免許証・在留カードなど
　※通学定期券補助申請の場合、在学証明書や学生証。新入生は合格通知書
　※通勤定期券補助申請の場合、勤務先が確認できるもの
　毎年度申請が必要になります。ご希望の方は下記のとおり受付を
　いたしますので、申請をお願いします。
▼開始日：３月２日（月）から
▼場　所：むらづくり観光課窓口
　なお、申請書は住民課窓口に設置してある「書かない窓口」で手軽に作成ができますので、ぜひご利用ください。
▼問い合わせ先：むらづくり観光課　☎（５８）２１１２

　令和７年３月３１日（月）から役場住民課窓口に「書かない窓口」（申請書作成
支援システム）を導入しております。
窓口に来られた方が各種申請書の記入にあたり画面のタッチ操作のみで、お持
ちいただいた本人確認書類の情報（住所・氏名・生年月日）を各種申請書に反映
できます。これにより、従来手書きをしていた申請書の記入項目が減り、申請者
の負担が軽減されます。また、高齢者や外国人など、自筆での書類作成に支援を
必要とする方にとっても、申請書の作成が容易になっています。

書かない窓口をご利用ください！

「書かない窓口」を是非ご利用ください。
▼ご利用に必要な本人確認書類（いずれか１つご用意ください）
・マイナンバーカード・運転免許証・在留カード・運転経歴証明書・特別永住者証明書
以下の申請書が作成できます。
●住民課での申請
　・住民票関係の写し・戸籍関係証明書・印鑑登録証明書・村税・公図・地番図に関する申請
　・トラクター、原付バイクなどの名義変更等申請・マイナンバーカードに関する手続き
●保健福祉課での申請
　・葬祭費の支給申請（国民健康保険・後期高齢者医療）・チャイルドシート購入補助申請
●むらづくり観光課での申請
　・定住家賃補助申請・就学資金返済支援申請・同窓会応援補助申請
　・路線バス運賃補助申請・通学通勤定期補助申請・空き家バンクに関する申請
●総務課での申請
　・運転免許証返納補助申請・詐欺防止電話機補助申請・ＡＴ防止ペダル補助申請

（住民課）

片品村「家庭での学び体験発見の日」学校特別休暇制度について

　片品村では、令和８年度から未来につながる家庭での主体的な学び・体験的な学びを応援するために 「家庭
での学び体験発見の日」（以下「ユリイカ！の日」とする）学校特別休暇制度をスタートします。
　家庭での主体的な学びと体験だからこそ沢山の発見（ユリイ
カ！）をすることができる新しい学び方・休み方です。学校外で
の体験や探究の学び・活動を、子どもと一緒に考え、企画し、実行
するための機会を増やすため欠席扱いとはなりません。
※「ユリイカ！の日」は単年度内に最大３日間取得することができます。
※取得には事前に学校へ申請が必要となります。

▼問い合わせ先：教育委員会　☎（５８）２１４４

おしらせ
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